
新病院の概要

1　基本コンセプト

地域の中核病院、へき地医療の拠点病院として「生活の場の医療」を県立病院の立場力＼ら創設し、
その結果を研修医等に反映させるよう努力、地域住民及び県民から信頼され必要とされる病院づくりを
目指す。

A ）地 域 医療 ・へ き地医 療 の拠点 的機能 を有す る病院

B ）岐 阜 県飛騨南 部地 域の 医療 水 準を向 上 させ る中核 的総合病 院

C ）地震 な どの大 規模 災害発生 時 に確実 に機 能維持 で きる病院
D ） 終末 期 医療 （在宅 ・入院） の実 施 と患者Q O L の高 いサ ービス を提供 する病 院

※QOL（クオリティ・オブうイフ）：生活の質。日常生活における充実感、満足感。

2　整備概要

地域の中核病院として、近隣の医療機関と連携することで、患者ニーズに応えるコンパクトな病院
として整備。

【新病院】
⊥建築
（1）名　　称
（2）計画地
（3）病床数
（4）延床面積

（5）敷地面積

（6）事業費
（7）駐車台数
（8）階　　層

地方独立行政法人岐阜県立下呂病院（仮称）
下呂市森地内
230床（見守りルーム・lCU・CCUを含む）
約20，000両
約34，000両
約95億円
約550台
地上5階（免震構造）

（9）ヘリポート：有り

』構造
鉄筋コンクリート造

3　特色

【現病院】
』建築
（1）県立下呂温泉病院
（2）下呂市幸田1162
（3）325床
（4）約18，500而
（5）約17，000両
（6）一

（7）約400台
（8）地上6階

（9）無し
■構造

鉄筋コンクリート造

ア）アメニティとプライバシーを重視するとともに、急性期病院として患者の多様性に対応出

来る設計（230床のうら約9割を個室化、個室を1ユニットとした多床室的な個室群を
形成）

イ）大規模地震時における診療機能を確保（免震構造）

ウ）病院敷地内にヘリポートを備え、へき地中核病院として急性期医療の機能強化を図るとと

もに、岐阜地域等の高度・先進医療機関との連携を強化
工）「地域医療研究研修センター」を拡充

地域医療の魅力を実感できる研修プログラムを整え、センターで地域医療を志す医師を養
成。

4　整備事業工程表（案）

業務内容 H 2 2 年度 H 2 3年度 H 2 4 年度 H 2 5年度 H 2 6年度

9　11　　 3 7　　　　　　 2 5

∫設計 l基本設計日　 実施喜設計 】

開

院

■調査 地質姻 円謡

■造成 】造成設謝　 l 造成工事 l

■建築工事 建設工事（外構工事含む）l

■市道整備工事 l 市道整備工事 l


